
るとともに、道路巡回による異常の早 市内全域について、都市計画道路や道路空間の再配分による自

期発見と、交通安全施設整備及び道路整備等を計画的かつ確実 転車通行空間の整備を行うことで、安全で快適な道路環境の推

に推進していく必要がある。 進を図る。

　道路損傷は日々進行するため、定期的な巡回や市民等の多様 　交通安全対策については、交通安全運動による周知啓発や交

な主体からの情報提供により、変状の早期発見に努める必要が 通安全教室などの交通事故防止への取り組みを充実させながら

ある。 継続的に実施することで効果が期待できる。また、路面標示等

の交通安全施設については市内５地区を順次更新していく。

　道路損傷については、路面性状調査及び路面下空洞調査結果

などに基づき、計画的かつ効果的に補修や修繕を実施する。　

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 7年 6月20日 作成部局名 都市整備部 担当部局名 市民生活部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

道路管理課

04
安全な暮らしを守るまち

まちづくり区画整理室

都市交通課

くらし安心課

20
安全な道路環境の整備・推進

市民が安全に生活を送ることができるように、暮らしの基盤となる道路の整備を行うとともに、交通安全意識の普及啓発を

行うことで、誰もが安心して通行できる道路環境の実現を目指します。

都市計画道路前谷馬場線整備事業

交通安全施設整備事業

道路整備事業

道路補修事業

交通事故発生総件数 市内の交通事故発生総件数
件 2739以下 2,739 2,665 2,752 2,826 2,858

道路損傷による事故発生件 市道における道路損傷による事故発生
件 3 5 2 2 1 1

数 (件/５年間 )

周りの道路の安全性がよい よいと感じている市民の割合
％ 18 16.2 17.8 － 21 －

と感じている市民の割合 (市民意識調査 )

　安全で快適な道路環境の創出に際し、少子高齢化が進むこと 　道路は人の移動や物資の輸送に不可欠な基本的な社会資本で

を踏まえ、子どもから高齢者、障がい者まで、誰もが安心して あり、社会・経済の発展や市民生活の向上に大きな役割を担っ

通行できる道路環境を整えていく必要がある。 ていることから、その点を踏まえ、今後の対応策を以下に示す

　交通事故発生総件数については新型コロナウイルス感染症行 。

動制限緩和後、増加傾向にあるため、交通安全に係る市民の意 　歩行者の安全を第一とし、交通量の多い道路をはじめとした

識向上の取組みを継続す



01 交通安全普及啓発事業　（都市交通課）

交通安全普及啓発事業

任
意

7,295 各世代に向けた普及啓発活動を継続

12,009 的に実施し、交通安全意識の醸成を

－ － １ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 08 01 02 01 01 7,200 図る。また、この取組等により、活

各季の交通安全運動、保育園 7,200 動団体の裾野を広げたい。

、幼稚園、小学校、中学校、 21,420

02 放置自転車対策事業　（都市交通課）

放置自転車対策事業

任
意

27,431 引き続き、放置自転車が減少するよ

29,007 うに取組んでいく。

－ － １ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ01 01 08 01 02 02 01 28,386

放置禁止区域や自転車駐車場 27,194

、公共の場所に放置されてい 5,355

02 道路事務費　（道路管理課）

道路事務費

任
意

2,739

3,583

－ － １ － － － － 予01 01 08 01 01 02 01 3,634

道路管理に係る事務全般、資 3,634

器材の保管施設の管理、土木 15,922

01 交通安全施設整備事業　（道路管理課）

交通安全施設整備事業

任
意

84,254 通学路等を重点的に、安全に資する

66,279 対策を講じていく必要がある。

○ ○ １ ○ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 08 01 03 01 0

戸

1 98,485

交通安

田

全施設の整備及び維持

市

84,239

管理を実

施

施する。 8,854

策

01 道路維持管

評

理費　（道路管理課）

価シー

道

ト

路維持管理費

任
意

28

作

2,424 安全で快適

成

な道路空間を維持する

日

た

324,291 め、

令

道路を良好な状態に保

和

つ必要が

○ ○ １ ○ Ｂ Ｂ

 

Ｂ Ｂ Ｂ01 01 08 0

7

2 01 01 01 400

年

,885 ある。

道路施

 

設の点検・保守・清掃

6

165,694

、道路

月

台帳等の更新、道路占

2

35,414

0日 作成部局名 都市整備部 担当部局名 市民生活部

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０７年度（事業費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０７年度（人件費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

　交通事故発生総件数については、新型コロナウイルス感染症行動制限緩和もあり、目標値
を超過していると推察しているところであるが、市内から事故件数が１件でも少なくなるよ
う、ソフト・ハードの両面から安全対策を積極的に進めていく必要がある。
　道路損傷による事故発生件数は目標値を下回っているが、道路の安全性がよいと感じてい

Ｂ
る市民は微増であることから、市民が安心して通行できる快適な道路空間の実現に向け、取
組は継続していく必要がある。

1,139,453 ↑ 1,578,995 ↓ 1,350,118 ↓ 826,637
各種調査結果に基づき計画的かつ効果的な維持管理を実現するためには、安全な道路環境整備や道路の維持管理に要する費用の確保は重要
であるとともに、継続的な取組が必要である。

112,812 ↓ 112,241 → 112,241 → 112,241
近年、各地方公共団体においては技術系職員の確保に苦慮している。本市も同様で、かつ、技術系中堅職員の普通退職も頻発している。
道路を良好な状態に保つこと及び安全な道路環境を提供するためには、職場環境の充実と技術系職員の確保は必須である。



備

再掲）について＞

本事

部

業は、他の施策を主た

担

る施策として構成する

当

事

03 01 02 01 2

部

2 01 03 務事業です

局

が、一部が本施策にも

名

寄与するため「再

市民

市

等の要望等を基にし、

民

防 掲の事務事業」とし

生

て、参考に掲載してい

活

ます。

犯上危険と認め

部

られる箇所に ※事業内

５

容は、当該事務事業評

．

価シートを参照

事務事業の検

R6

討

決算額 R7計画額 R8

【

予算額
計（千円） 事業

一

費 833,414 1,

般

139,453 1,5

会

78,995
うち一般

計

財源 777,637 4

】

12,244 639,

（

424

事業の方向性：

単

１現状で継続　 ２拡大

位

して継続 ３縮小して継

：

続　　　４他事業と統

千

合　　　５休止　　　

円

６その他見直し

７令和

）

8年度で終了 ８令和7

事

年度で終了 ９令和6年

務

度で終了

事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

02 道路補修事業　（道路管理課）

道路補修事業

任
意

288,877 安全で快適な道路空間を維持するた

275,279 め、道路施設の劣化・損傷部分の機

○ ○ １ ○ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 08 02 01 02 01 403,649 能を回復させる必要がある。

道路施設の補修・改修等を実 94,905

施する。 11,210

01 道路新設改良事務費　（まちづくり区画整理室）

道路新設改良事務費

任
意

423

1,101

－ － １ － － － － 予01 01 08 02 02 01 01 1,101

※予算編成用シート（指標等 1,101

未設定） 857

02 道路整備事業　（まちづくり区画整理室）

道路整備事業

任
意

33,286 計画に基づいた実施を継続する。

41,253

○ ○ １ ○ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ01 01 08 02 02 02 01 26,24

戸

5

　歩行者自転車道路

田

網整備計 10,342

市

画の推進、道路空間再

施

配分の 3,356

策

01 都市計画道路

評

前谷馬場線整備事業　

価

（まちづくり区画整理

シ

室）

ート

作

都市計画道路前谷馬

成

場線整備

任
意

106,

日

685 ＪＲ戸田駅に通

令

じる都市計画道路の

事

和

業 386,651 一刻

 

も早い整備が求められ

7

ている。

○ ○ ２ ○ Ａ Ａ

年

Ｂ Ａ Ａ01 01 08 0

 

4 02 01 01 609

6

,410 安全な道路環

月

境の提供と都市づくり

2

　道路通行環境の向上

0

を図る 245,115

日

のために、用地交渉を

作

積極的に展開

ため、用

成

地取得に必要な土地 9

部

,853 していく。

局

01 防犯対策事

名

業　（くらし安心課）

都市

（再掲

整

）防犯灯事業

任
意

＜（


